
　
工
業
部
会
は
11
月
22
日
、

八
王
子
・
町
田
商
工
会
議
所

工
業
部
会
と
の
連
携
事

業

「
広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
先
進
技
術

交
流
展
」
を
東
京
都
八
王
子

市
内
で
開
催
し
た
＝
写
真
。

　
同
展
示
会
は
、
今
年
10
月

に
誕
生
し
た
新
た
な
産
業
交

流
拠
点
「
東
京
た
ま
未
来
メ

ッ
セ
（
東
京
都
立
多
摩
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
）
」
を
会
場

と
し
た
。
多
摩
・
相
模
原
地

域
に
集
積
す
る
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
初
開
催
さ

れ

た
。

　
当
日
は
八
王
子
・
町
田
・

相
模
原
商
工
会
議
所
工
業
部

会
員
を
中
心
に
55
社
が

出

展
。
相
模
原
会
議
所
の
工
業

部
会
か
ら
は
、
榎
本
機
工
や

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
、
コ
バ

ヤ
シ
精
密
工
業
、
永
進
テ
ク

ノ
な
ど
が
展
示
し
た
。
中
で

も
コ
バ
ヤ
シ
精
密
は
開
発
し

た
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
計
測
デ
バ
イ
ス
を
紹

介
し
た
。

　
大
手
電
機
や
精
密
機
械
メ

ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
積
極
採

用
し
て
お
り
、
社
内
に
30
人

の
専
門
家
を
抱
え
る
技
術
者

集
団
。

　
真
空
技
術
を
は
じ
め
、
電

子
機
器
や
精
密
機
械
、
ソ
フ

ト
、
生
産
技
術
、
品
質
管
理

な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
広
い

範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
。

　
新
サ
ー
ビ
ス
は
、
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
た
い
企
業
と
同
社

が
契
約
を
結
び
、
定
額
料
金

で
定
め
ら
れ
た
同
社
の
稼
働

時
間
（
依
頼
し
た
作
業
に
か

か
っ
た
時
間
）
内
で
あ
れ
ば
、

い
く
つ
も
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ

ュ
ー
が
受
け
ら
れ
る
。
「
技

術
の
サ
ブ
ス
ク
は
極
め
て
珍

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
長
谷

川
孝
社
長
は
話
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
電
話
・
出

張
相
談
を
は
じ
め
、
取
引
先

へ
の
同
行
や
仕
様
書
チ
ェ
ッ

ク
、
納
品
時
に
提
出
す
る
簡

単
な
証
明
書
類
作
成
、
現
地

調
査
な
ど
が
あ
る
。

　
「
技
術
的
な
こ
と
で
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
場
合
の
受
け
皿
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
技
術
に
詳

し
い
人
材
が
取
引
先
に
同
行

す
る
こ
と
で
新
た
な
ニ
ー
ズ

も
発
掘
で
き
ま
す
」
（
長
谷

川
社
長
）
と
説
明
す
る
。

　
サ
ブ
ス
ク
で
は
、
ラ
イ
ト

（
月
１
時
間
程
度
）
か
ら
ベ

ー
シ
ッ
ク
（
同
２
・
５
時
間

程
度
）
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
同

６
時
間
程
度
）
、
プ
レ
ミ
ア

ム
（
同
10
時
間
程
度
）
ま
で

の
料
金
プ
ラ
ン
を
設
定
。
価

格
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン

で
年
間
24
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
（
記
事
提
供
・
か
な
が
わ

経
済
新
聞
）

　
近
未
来
技
術
研
究
会
は
12

月
９
日
、
会
員
情
報
交
換
会

（
第
１
部
会
員
交
流
会
、
第

２
部
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
第
３

部
情
報
交
換
会
）
を
開
催
し

た
＝
写
真
。

　
第
１
部
の
会
員
交
流
会
は

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
し
、
大
厚

木
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
本
コ

ー
ス
に
て
開
催
。

　
続
く
２
、
３
部
は
中
国
名

菜
・
敦
厚（
中
央
区
相
模
原
）

に
会
場
を
移
し
、
計
22
人
が

参
加
し
た
。

　
第
２
部
は
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

を
企
画
。
一
般
社
団
法
人
・

産
業
精
神
保
健
機
構
の
松
岡

康
彦
代
表
理
事
が
登
壇
。「
企

業
内
に
お
け
る
精
神
保
健
管

理
対
応
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
第
３
部
の
情
報
交
換
会
で

は
、
会
員
交
流
と
と
も
に
近

未
来
技
術
研
究
会
名
誉

会

員
・
小
俣
邦
正
氏
（
昭
和
真

空
社
長
）
の
旭
日
双
光
章
（
秋

の
叙
勲
）
の
受
賞
を
祝
っ
た
。

　
先
日
、
異
業
種
の
経
営
者

仲
間
５
人
と
信
州
、
越
中
、

越
後
を
旅
行
し
ま
し
た
。

　
目
的
は
２
０
１
６
年
に
封

切
ら
れ
た
映
画
「
人
生
の
約

束
」
を
観
た
仲
間
た
ち
と
ロ

ケ
地
・
富
山
県
射
水
市
新
湊

に
再
訪
す
る
た
め
で
す
。

　
以
前
か
ら
企
画
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

断
念
し
て
い
た
た
め
、
今
回

は
満
を
持
し
て
の
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。「
人
生
の
約
束
」

は
、
竹
野
内
豊
や
江
口
洋
介
、

西
田
敏
行
、
ビ
ー
ト
た
け
し

ら
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
、

江
戸
時
代
か
ら
約
３
５
０
年

続
く
富
山
県
の
「
曳
山
ま
つ

り
」
を
題
材
に
し
た
映
画
で

す
。
根
っ
か
ら
の
仕
事
人
間

だ
っ
た
主
人
公
の
I
T
企
業

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
中
原
祐
馬
が
、

か
つ
て
の
親
友
と
の
約
束
を

果
た
そ
う
と
す
る
中
で
自
分

を
見
つ
め
直
し
て
い
く
姿
を

描
い
た
も
の
で
す
。

　
映
画
と
い
う
同
じ
感
動
を

共
有
し
、
気
心
の
知
れ
た
経

営
者
仲
間
た
ち
と
の
３
日
間

の
旅
行
は
、
大
変
充
実
し
た

も
の
で
し
た
。

　
前
に
も
言
い
ま
し
た
が
経

営
者
は
孤
独
と
の
戦
い
で

す
。
そ
の
苦
し
み
を
知
っ
て

い
る
の
は
同
じ
立
場
で
あ
る

経
営
者
し
か
い
ま
せ
ん
。
コ

ン
サ
ル
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

は
決
し
て
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
互
い
の
悩
み
を
さ
ら
け

出
し
、
共
有
で
き
る
経
営
者

仲
間
の
存
在
は
、
例
え
異
業

種
だ
っ
た
と
し
て
も
、
大
き

な
心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　
そ
こ
に
は
、
商
売
に
お
け

る
利
害
関
係
は
あ
り
ま

せ

ん
。
旅
行
と
い
う
同
じ
経
験

を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
絆
は

さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
。
旅
は

道
連
れ
世
は
情
け
。

　
皆
さ
ま
も
経
営
者
仲
間
と

と
も
に
旅
に
出
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
特

別
編
集
委
員
、
公
認
心
理
師
・

松
岡
康
彦
）

経
営
者
と

　
「
旅
行
」
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利
害
関
係
な
い
交
流
も
大
切

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
交
流
展
、
初
開
催

工
業
部
会
会
員
も
展
示

情
報
交
換
会
開
催

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
も
企
画

近未来

技
術
支
援
「
サ
ブ
ス
ク
」
開
始

設
計
変
更
な
ど
に
対
応

Ａ
Ｚ
Ａ

エ
ン
ジ

技
術
者
不
足
に
も
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機
械
設
計
の
Ａ
Ｚ
Ａ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
中
央
区

鹿
沼
台
）
は
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
定
額
課
金
）

に
よ
る
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
技
術
屋
の
相
談
役
」
を

始
め
た
。
技
術
・
開
発
課
題
が
継
続
的
に
生
じ
る
中
小

製
造
業
や
、
も
の
づ
く
り
の
経
験
が
浅
い
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
な
ど
に
対
し
、
料
金
体
系
を
分
か
り
や
す
く
し
た

定
額
制
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
。
多
く
の
製
造
業

で
設
計
な
ど
の
技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、
事

業
再
構
築
で
新
分
野
に
進
出
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
見
込
ん
だ
。
　


